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生育促進と節油の決定版！

◆設定例

　設定温度・・・・１０℃

　  晴れ：上乗せ温度２℃

　  曇り：引下げ温度２℃

◆暖房運転温度

　   晴れ：１２℃
     設定：１０℃
　   曇り：　８℃

【転流時間帯】

日射演算機能日射演算機能 室温変動防止機能室温変動防止機能

　[晴れ]と判定した場合
　暖房設定温度に上乗せをした温度で暖房運転します。

　[曇り]と判定した場合
　暖房設定温度から引き下げた温度で暖房運転します。
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 時間（h）0 2 4 6 8 1 0 1 2 1 4 1 6 1 8 2 0 2 2 2 4

1 2 ℃ 1 2 ℃

1 7 ℃

（変温なしの場合）

生育促進効果

増収効果生育促進効果

昼間時間帯
転流促進
時間帯 夜間時間帯夜間時間帯

早朝加温
時間帯

8 ℃
省エネ効果

ハ
ウ
ス
内
設
定
温
度

(℃)

8 ℃
省エネ効果

1 0 ～11 ℃

晴れのとき

8 ℃
省エネ効果

曇りのとき

トマトの４段変温設定例

温風暖房では設定温度に対して室温の変動が大き

くなりがちです。室温変動防止機能をＯＮにする

と、ハウスカオンキを早めに運転、早めに停止さ

せ、従来の制御より室温変動を小さくすることが

できます。

日射センサーで日射量を測定し、天候に応じて｢転流促進時
間帯｣の温度を自動的に変更。光合成の盛んな晴れた日は
｢転流促進時間帯｣の設定温度を上げ、曇りの日は下げるこ
とができるので、生育促進と節油効果は抜群です！

　※日射センサーはNT-341SETに付属されます。

　　NT-341HN等も日射センサーを追加設置することにより機能します。

４段サーモとモヤコンが ひとつに！

４段サーモヤコン
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４段変温機能 モヤコン機能 室温変動防止機能

室温センサー 25ｍ

ファンコン機能日射演算機能
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さらに省エネを追求した

省エネ４段サーモヤコンセット

４段変温機能 モヤコン機能 室温変動防止機能

室温センサー （25ｍ、 40ｍ）

日射センサー
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■製品の仕様およびデザイン等は改良のため予告なく変更する場合があります。

◆４段サーモ機能 ◆ファンコン機能

▼仕様表

●1日を 4つの時間帯に分け、それぞれの時間帯ごとに
　暖房温度を設定する 4段変温管理ができます。
●温度センサーを 2本 (T1･T2) 接続することにより、
　運転温度を選択することができます。
　＊①Ｔ１とＴ２の平均温度、 ②最低温度(Ｔ１とＴ２の低い方)、 ③センサー指定

◆モヤコン機能
ハウスカオンキがあまり運転しない秋口や春先 (特に朝夕 )には、ハウス内に温度ムラができ、モヤや霧が現
れて多湿病害が発生しやすくなります。そんなときは、ハウスカオンキのバーナやファンを運転させることで、
多湿環境の改善を図ることができます。
 * 運転時間帯の設定は 1 日に 2 つまで可能ですので、モヤができやすい朝と夕方それぞれに使用することができます。
   ( 運転時間帯の時刻は 15 分刻みで設定可能です。）

◆バーナ運転（暖房除湿）

 バーナ
運転状況

室温

時刻
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停止

 バーナ運転時間帯

 サイクル時間
　　６０分

17:00 18:00

１６℃

１５℃

１４℃
１５℃

❖設定例　【運転時間帯】17:00 ～ 19:00
　　　　　【サイクル時間】60 分　【上 昇 温 度】1.0℃

◆ファン運転（ファン除湿）

❖設定例　【運転時間帯】16:00 ～ 20:00
　　　　　【サイクル時間】30 分　【ＯＮ時間】15 分

上図の例では、運転開始時刻の17:00 からバーナ運転
が始まり 60 分のサイクル時間ごとに終了時刻まで動
作を繰り返します。バーナは、それぞれの運転開始時
の室温より約 1℃上昇した時点または最長15分経過し
た時点で停止します。室温が 1℃上昇すると相対湿度
は約 5 ～ 7％下がり、モヤの発生を抑制します。

上図の例では、運転開始時刻の16:00からファン運転が
始まり、サイクル時間に設定された 30 分周期で、ＯＮ
時間として設定された 15 分だけファンが運転します。
運転終了時刻まで、この動作を繰り返します。ファン
の運転により空気を流動させ、ハウス内の温度ムラを
解消し、モヤの発生を抑制します。

●設定された運転時間帯に、室温に関係なくサイク
　ル時間にしたがってバーナを運転させます。
●過昇温防止のため、室温がリミット温度設定値
　(0 ～ 35℃) を上回ったときには運転しません。

●設定された運転時間帯に、ＯＮ時間とサイクル時間
　にしたがってファンを運転させます。
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▼外形寸法図
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型式

２４時間４段切替

日射演算機能 △ △ ○

室温変温防止機能 ○ ○ ○

運転温度選択機能（Ｔ1・Ｔ2・平均・最低） △ △ ○

バーナ運転（暖房除湿）

ファン運転（ファン除湿）

ファンコン機能 時間および差温検出によるＯＮ－ＯＦＦ制御 △ △ ○

ＡＣ２００Ｖ　５０/６０Hz ＡＣ１００Ｖ　５０/６０Hz ＡＣ２００Ｖ　５０/６０Hz

室温センサー２５m 1本 1本 1本

室温センサー４０m － － 1本

日射センサー － － 1ケ

取付金具・接続コード 一式 一式 一式

※△印はオプションセンサーの追加が必要です。

時間制御によるＯＮ－ＯＦＦ制御

サーミスタ2本、日射センサー1本

バーナ運転回数・積算時間、最高・最低温度（Ｔ1、Ｔ2）

２．２W

バーナ：２、　ファン：２

温度・時計・４段変温時刻・モヤコン時間帯・記録値

時間および温度制御によるＯＮ－ＯＦＦ制御

ＮＴ－３４１ＳＥＴＮＴ－３４1HN ＮＴ－３４１HNS1

付   属   品

制
御
内
容 モ ヤ コ ン機能

記 録 値 表 示

電　　　 　源

消 費 電 力

センサー入力

制御出力数

表         示

４段サーモ機能

温度および日射によるＯＮ－ＯＦＦ制御

項目

●温度センサーを２本接続することにより、センサー
　間に差温 (1 ～ 6℃) が生じたときにファンを運転し、
　ハウス内の温度ムラを解消します。
●時間帯を設定することにより、運転時間を限定して
　使用することができます。




